概　　要
　フィットネス審査員の新制度発足にあたり、現行ＪＢＢＦ審査員並びにフィットネス審査員のジャッジテスト受験者を対象に、フィットネス審査員講習会を開催します。
現行ＪＢＢＦ審査員の講習会受講については、ボディビル同様フィットネスの審査も希望する者に限りますが、これまで通りボディビルのみの審査をする場合はこの限りでありません。一方、新たにフィットネス審査員のジャッジテストに合格した者は、フィットネス競技専門となり、ボディビル競技の審査には当たれません。
現行ＪＢＢＦ審査員は、フィットネス審査員講習会を受講してＪＢＢＦ・Ｂ/Ｆ（ﾎﾞﾃﾞｨﾋﾞﾙ/ﾌｨｯﾄﾈｽ）審査員資格が与えられますが、ＪＢＢＦ１級審査員はＪＢＢＦ・Ｂ/Ｆ１級審査員となり、ＪＢＢＦ主催大会を含む全てのＪＢＢＦ公認選手権大会のボディビルとフィットネス両部門の審査が可能となります。ＪＢＢＦ２級審査員はＪＢＢＦ・Ｂ/Ｆ２級審査員となり、ＪＢＢＦ公認ブロック並びに地方選手権大会のボディビルとフィットネス両部門の審査が可能となります。ＪＢＢＦ３級審査員はＪＢＢＦ・Ｂ/Ｆ３級審査員となり、ＪＢＢＦ公認の地方選手権大会のボディビルとフィットネス両部門の審査が可能となります。
ＪＢＢＦ１級・２級・３級審査員については、今まで通りＪＢＢＦジャッジテストシステムで判定しますが、ボディビル専門の審査員となり、ジャッジテストはボディビル選手権大会で受験することになります。一方フィットネス審査員のジャッジテストの対象大会は、オールジャパンミスフィットネス・ミスボディフィットネス選手権並びにジャパンオープン選手権のミスフィットネス・ミスボディフィットネスカテゴリーで１級・２級（平成２６年度に限り３級も受験可）、ＪＢＢＦブロック選手権のフィットネス・ミスボディフィットネス選手権で２級・３級、ＪＢＢＦ地方選手権のミスフィットネス・ミスボディフィットネス選手権で３級となります。　　　　　　　　
１級・２級フィットネス審査員のジャッジテストは、正審査員が、ＪＢＢＦ・Ｂ/Ｆ１級審査員並びにＪＢＢＦ・Ｆ１級審査員で構成されているＪＢＢＦ主催のフィットネス選手権に限るが、一方、平成２７年度より２級・３級フィットネス審査員のジャッジテストは、ＪＢＢＦ・Ｂ/Ｆ並びにＦ審査員で構成されるＪＢＢＦ主催の東西・ブロック・地方選手権で受験することができます。
フィットネス競技は今後、ミスフィットネス、ミスボディフィットネス、メンズフィジ―ク、ウィメンズフィジーク、そしてフィットネスビキニと徐々にカテゴリーを増やしていくことになりますが、これらの大会の審査には、フィットネス審査員があたることになります。
講習会受講後の取得資格
　　　ＪＢＢＦ１級審査員資格取得者 → Ｂ/Ｆ１級審査員
　　　ＪＢＢＦ２級審査員資格取得者 → Ｂ/Ｆ２級審査員
ＪＢＢＦ３級審査員資格取得者 → Ｂ/Ｆ３級審査員　
※Ｂ/Ｆ審査員には、講習会を受講して審査委員長の承認を受けなければならない。
Ｆ１級審査員：２級取得後、フィットネス審査員１級ジャッジテストの合格者
Ｆ２級審査員：３級取得後、フィットネス審査員２級ジャッジテストの合格者
Ｆ３級審査員：フィットネス審査員３級ジャッジテストの合格者
※本連盟関係者以外の者が受験する場合は、Ｆ３級からとなります。
 註：Ｂ/Ｆ審査員：ボディビルとフィットネス両競技の審査員資格
　　 Ｆ 審査員：フィットネス競技のみの審査員資格
　　　 Ｂ 審査員：ボディビルのみの審査員資格(従来通り)
特　  例：ＩＦＢＢ国際審査員（アジア審査員は除く）は、フィットネス審査員講習会の受講義務が免除される。但し、審査経験の少ない方は受講を勧める。
発    表：講習会受講者には認定証を授与し、ＪＢＢＦホームページに資格を掲載。
講　　師：講習会講義担当 : 審査委員会委員長　中尾 尚志

　 
［ フィットネス審査員講習会　内容 ］
１.講義
フィットネス競技の規定について（コスチューム、履物、装飾品、備品）

ボディビル競技とフィットネス競技の違い

フィットネス競技における審査ソフトについて

フィットネス競技の審査基準について
ＪＢＢＦ公認フィットネス選手権について
フィットネス競技のプレゼンテーション
２.実技
ステージへの入場の仕方と最初の挨拶のポーズ
舞台上のウォーキング及びターンの仕方
正しいクォーターターン

ステージでのマナー及び笑顔
ステージより退場の仕方と最後の挨拶のポーズ
Ｔウォークとスリーステップ・フォワード

ハーフターンのやり方

３．モデルによる、実施ポイントの指導
［ フィットネス審査員ジャッジテスト ］
講習会受講者は、平成２６年度のオールジャパンミスフィットネス・ミスボディフィットネス選手権とジャパンオープン選手権のミスフィットネス・ミスボディフィットネスでのジャッジテスト受験資格が与えられます。

受験資格：平成２６年度
Ｆ１級審査員：本連盟及び加盟組織の役員又は本連盟加盟クラブ所属のメンバ　ーで、ボディビル・フィットネスの競技経験が二年以上で、Ｆ２級取得後２年以上のもの。
※Ｆ１級の受験資格は、ボディビル審査員資格取得者もしくはフィットネス競技の優勝経験者にかぎる。　
 Ｆ２級・Ｆ３級審査員
　　　　  　　　　　　 ：本連盟関係者なら、ボディビル・フィットネスの競技経験の無いものも可。
本連盟加盟組織以外の者で、二年以上のスポーツ経験者で、
Ｆ３級取得後１年以上のもの。

（資格取得後は、本連盟のルールを理解し、本連盟に積極的に協力できる者。）
受験内容： Ｆ１級審査員　　　　　　　　　　
　　　　　 ・オールジャパンミスフィットネス・ミスボディフィットネス選手権及びジャパンオープン選手権のミスフィットネス・ミスボディフィットネスにおける全てのカテゴリーと全てのラウンドの審査。
　　　　　  Ｆ２級審査員

　　　　　 ・オールジャパンミスフィットネス・ミスボディフィットネス選手権及びジャパンオープン選手権のミスフィットネス・ミスボディフィットネスにおける全てのカテゴリーの第１・第２ラウンドの審査。

 Ｆ３級審査員
・オールジャパンミスフィットネス・ミスボディフィットネス選手権及びジャパンオープン選手権のミスフィットネス・ミスボディフィットネスにおけるそれぞれ１カテゴリーの第１・第２ラウンドの審査。
・地方連盟選手権でのボディビル３級ジャッジテストを受験。
認定基準  Ｆ１級審査員　審査得点がプラスの者。　
　　　　　Ｆ２級審査員　審査得点がプラスの者。
　　　　　Ｆ３級審査員　審査得点が正審査員の最低点以上の者。
諸 費 用                   　受 験 料　　　 認 定 料　　　登 録 料

Ｆ１級審査員　　　５,０００円　　５,０００円　　５,０００円
　　　　　Ｆ２級審査員　　　３,０００円　　４,０００円　　３,０００円
　　　　　Ｆ３級審査員　　　２,０００円　　３,０００円　　２,０００円
　　　　　※Ｆ審査員はＪＢＢＦ審査員資格を有していない人を言います。
※ジャッジテスト受験の際の入場料(Ａ席)は、各自負担となります。
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